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ABSTRACT

In　this　eχperiment，　we　used　three　different　vaulting　horses　in　the

gymnastic　classes　：　the　ordinary　vaulting　horse　covering　the　top

with　white　canvas　（see　figure　2　－①）；　the　horse　with　the　three

different　color　vinyl　adhesive　tapes　on　the　top　（see　figure　2　－②）；　the

horse　with　the　vinyl　color　tapes　and　the　feedback　mechanism　capable

of　sending　the　subject　promptly　three　different　short　melodies，　dep－
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ending　on　which　colored　area　he　touches　（see　figure　l　and　2－③）。

We　have　examined　how　the　visual　information　（color　tapes）　and　that

of　sound　（melodies ）　helped　the　subject　recognize　where　his　hands　are

on　the　top．　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

184　school　children　of　both　sexes ，　ranging　from　2　nd　to　6　th

graders　of　the　elementary　school，　were　employed　as　subjects．

The　results　obtained　were　as　follows　：

1 ．　When　they　were　asked　which　horse　they　wanted　to　try，　most　of

the　subjects　chose　the　colored　horses　（②and ③）．　About　30％of　the

2　nd　and　6　th　graders　answered　that　they　wanted　to　try　the　ordinary

horse 　（①）。

2 ．　After　they　tried　each　horse，　we　asked　them　where　their　hands

were ．　At　the　same　time ，　we　videotaped　their　performance　to　get

more　objective　information　as　to　where　their　hands　were　on　the　top．

Comparing　the　results　from　the　VTR　analysis　with　those　from　their

own　observation ，　we　noticed　the　following　：

（1 ）The　color　tapes　of　the　horse　were　comparatively　effective　for　the

2　nd　graders，　and　a　little　more　effective　for　the　3　rd　graders．

（2 ）As　for　the　4　th　graders，　the　colored　horses　were　very　effective，

and 　the　specially　devised　horse　with　the　melodies　gained　some　effect．

（3 ）The　melodies　proved　to　be　very　useful　information　for　5　th　and

6　th　graders，　and　the　information　of　color　tapes　was　effective　for　the

6　th　graders．

3 ．　According　to　the　results　of　the　questionnaire ，　they　showed

much　interest　in　the　special　horse　（③）．

We　can　conclude　that　the　vaulting　horse　with　melodies　proved　to

be　very　effective　to　help　them　recognize　their　own　movements　and　to

stimulate　their　motivation　for　the　gymnastic　class．

要　　旨

跳箱運動の習得初期の児童生徒にとっては跳躍

後の自分の着手位置を空中動作中に確認し，自覚

することは非常に困難なことである．この点に着

目し，本研究では，跳箱上の着手位置を音声晴報

として即時にフィードバックできる装置をもった
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跳箱を試作し，小学校の児童を対象に，一般に用

いられている上面全体が白いキャンバス地の跳箱

や，白いキャンバス地上に帯状に着色 することに

よって着手位置を視覚的に確認できるようにした

跳箱を用いて，着手位置の認識レベルの変化など

を指標として，音声フィードバック装 置の有効性

について比較検討を行った．
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その結果，試用前での印象は上面に着色した跳

箱への関心度が中学年において特に高かったが，

試用後には，音声フィードバック装置のある跳箱

に興味が集中した．学習者の認識と実際の着手位

置との一致度という点からみると，着手位置をフ

ィードバックできる跳箱は，特に中学年以降高学

年になるほど着手位置の認識が正確となり効果的

であった．　卜

は じ め に　　　　　　　　　　 二

体育教材の中での［器械運動］は，そめ技術指

導 が難しさから指導者には敬遠されがちであり，

また，「‾その出来・不出来が衆目にさらされる」た

めに，不得意な子ども達にとっては試 みることす

らおっくうになり，それらの技術習得から遠ざか

るという悪循環を起こしているように見受けられ

る．しかし，器械運動 は幼児期から親しんできた

固定遊具での運動を発展させたものも多 く， それ

ら技術の系統性が明らかにされれば，指導者から

も学習者からも無理なく，しかも効果的な学習・

指導が可能となると考えられる．

そこで我々はこれまで，鉄棒運動の中でも基礎

的な運動 のひとつである くさか上がり〉を取り上

げ， まず小学生を対象として動作並びに筋作用機

序の面からの分析を行い，〈さか上がり〉の成功・

不成功のポイントを整理した （吉澤，　1987）． ま

た，さか上がりを含む回転系の運動学習を容易に

するための効果的な補助ベルトの開発に成功した

（油谷ら，　1989）．さらに， マット運動の く腕立て

前方転回〉の学習を容易 にするための補助ベルト

の試作を行い， 授業 の集団の中での継続的な応用

効果や実用性についで報告（大谷 ら，　1990）して

きた．　　　　　　　　　　卜

今回，器械運動の中でも傷害物である跳箱を越

え るための跳躍と空中動作の統合が必要な跳箱運

動をとりあげ，その学習中に指導者が学習者に与

え る指導内容 として最 も多い，［跳箱への着手位

置］について注目した．既に述べたように跳箱運

動は跳躍と空中動作が複合したものであるため，

各種跳箱運動の習得初期の児童生徒にとっては跳

躍後の自分の着手位置を空中動作中に確認し，自

覚することは非常に困難である．

そこで本研究では，跳箱上の着手位置を音声情

報として即時にフィードバックできる装置をもっ

た跳箱を試作し，小学校の児童を対象に着手位置

の認知レベルの変化などを指標 として，音声

フィードバック装置の有効性についての検討を

行った．

1．方　　法

1．1　 音声フィードバック装置

跳箱 上 の着手 位 置を 音声 情報 とし て即時 に

フィードバックできる装置として開発・試作した

跳箱は図1 に示したような構造であ る．

市販の文部省規格の小型跳箱における上部緩衝

材を覆ったキャンバス地の下に，それぞれ着手位

置に合 わせて3 つのエリアにスイッチ・センサー

を取り付け，着手位置に応じて異なった電子音楽

が約3 秒間，嗚るようにした．

1．2　 被験者ならびに対象動作

同一 クラスの，2 年生 （男児20 名， 女児19

名），3 年生（男児19 名，女児20 名），4 年生（男

児19 名，女児17 名），5 年生（男児19 名，女児

13 名），6 年生（男児19 名，女児19 名）の計184

名の児童を対象とした．被験者には各学年ごとに

体育の授業時に，図2 の実験授業時の全容に示し

たように音声フ彳－ドバック装置の付いた跳箱を

含 めた3 種の跳箱（文部省規格小型8 段）を用意

し，一般に跳箱運動 の教材 として取り扱 われる

〈開脚跳び〉を行わせ，試行ごとの着手位置が確認

できるようにVTR によって側方から動作を記録

した．　　　　　　　　　　　　　二 ＼

本実験に用いられた3 種の跳箱は以下のような

ものである．
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上面

側面

図1　 音声フィードバック装置を装着した跳箱

図2　 実験授業時の機器類の配置

①従来より用いられている上全面のキャンバス地

が白い跳箱（図2 －①）．

②上面のキャンバス地の上にテープで帯状に色分

けした跳箱（図2 －②）．

③上面のキャンバス地には②と同様の区分で色
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テ ープを貼 り， さらに前述 のスイ ッチ・ セ ン

サーによって着手位置をフィードバ ックする装

置を備えた特製の跳箱（図1 および 図2 べ3））．

1．3　 実験授業時の手順

実 験 は対象児 クラスの体育授業 の1 校時 （45
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分）内に次のような手順で行った．　　　　　 卜

（1 ）実験授業までの学習状態から，表1 に示した

ように，各対象学年別に能力に応じた高低2 台

の跳箱を提示し，各自に跳び易い方の高さの跳

箱を自由に選ばせ，それに基づいて2 つのグ

ループに分けた．　　上　　 二　　　 ………

（2 ）同じ高さで，上記3 種の跳箱を提示し，視覚

的な印象から，図3 に示したアンケートの質問

1 に基づいて↓ どの跳箱を踏んでみたいか，ま

た，その理由について全員に同時に答えさせ

た．　　　　　　　　　　　パ　　　／　　……

（3 ）各対象児の希望の高さの跳箱に基づいて分

けられたグループを上記3 種の跳箱ごとにさら

に小グループに分け，各跳箱で各自が3 回ずつ

の試行終了後，小グループごとに他の跳箱への

ローテーションを行わせた．

（4 ）各対象児には，それぞれの跳箱における試行

ごとにそれぞれ前述のアンケートの質問2 の項

目に答えさせた．　　　　　　　　 ……＝

（5 ，）対象児全員が3 種の跳箱ごとに3 回ずつの

試行終了後，3 種の跳箱を自由に選択させ，厂さ

らに，およそ5 分間，各自の希望する跳箱で自

由に試行させた．　　　　　　　　　　　　＼

（6 ）各自の希望する跳箱での自由な試行の後，ア

ンケートの質問3 の項目に基づき，どの跳箱を

多く跳んだか，またその理由について全員に同

時に答えさせた．

（7 ）さらに，4 年生にはアンケートに加えて，3

種の跳箱を使用した感想を，別紙に自由に記述

表1　 本実験に用いた跳箱の高さ

学年 高いグループ 低いグループ

2 年 5 段（　70cm） 3 段（　50cm）

3 年 7 段（90cm ） 4 段（　60cm）

4 年 8 段（100cm） 5 段（　70cm）

5 年 8 段（100cm） 5 段（70Cm ）

6 年 8 段（100cm） 6 段（80Cm ）

させたに ‥ ‥‥

2 ．結果ならびに考察

2 囗 3 種の跳箱に対する最初の印象

3 種の跳箱についてどの跳箱を跳んでみたいか

という視覚的印象 についてまとめたものが図4 で

あ る．3 ・4 ・5 年生 にお いて は， 色テ ー．プ に

よってエリア分けをした跳箱 ②および跳箱③を跳

んでみたいという多くの回答が得られた．このこ

と は，一 般 に授業 な どで 行 わ れてい る よう に

チョークで，着手位置に印を付けたり線を引くな

ど方法は異なっても，いずれも色付けをすること

によ：つて児童の興味を引き，「跳んでみたい」とい

う内発的動機づけにつ ながったものと考え られ

る．特に3 ・4 ・5 年生が色テープを貼った跳箱

に対する関心度が高く，小学生の中でも特に活動

的で好奇心の旺盛な中学生には，基本の運動や跳

箱運動の導入として色テープを用いることによる

効果が期待できるものと考えられる．

一方，2 年生では33 ％，6 年生では31 ％ が従

来の白色の跳箱①を跳んでみたいと回答した．2

年生におけるこの回答は，跳箱を使 った運動その

ものに慣れていないことや，そのために色テープ

によるエリアの区分の意味が理解されていなかっ

たためではないかと考えられる． また6 年生につ

いては，視点が色テープを貼った跳箱という教具

の特殊性よりは， むしろ跳 び方や技そのものに関

心があったのではないかと考えられる．

2．2　 学習者による確認と実際の着手位置と

の差

学習者自身が確認しアンケートに記録した着手

位置と， 側方のVTR の映像から分析した実際の

着手位置との差を示したものが図5 ・図6 ・図7

である．

（1 ）2 年生（図5 ）においては跳箱①，跳箱②，

跳箱③の順に，自分の着手位置が 匚わからなかっ

た」という割合は減少している． これは， 色およ
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1

とびばこ運動についてのアンヶ一卜

どのとびばこをとんでみたいですか？

なぜですか ？

年　　 組

・色がついていないから

・色がついているから

・その他

なまえ

①　・　② ③ ）

2 ． と ん で み て 自 分 の 手 の つ い た と こ ろ が わ か り ま し た か ？ そ れ は ど こ で し た か ？

① の と び ば こ

1 回 目　　　　　　　　　　　　2 回 目　　　　　　　　　　　 ．3 ，回 目

（ わかった・わからなかった）　　　　 （ わかった・わからなかった）　　　　 （ わかった・わからなかった ）

ア イ ウ 工

② の と び ば こ

1 回 目

（わかった・わからなかった）

ア

白

イ

赤

ウ

きいろ

工

みどり

③ の と び ば こ

1 回 目

（ わかったφ からなかった ）

ア

白

イ

赤

ウ

きいろ

工

みどり

タラタラタラタラタ ピンポーン・ピンポーン

クンダンタンターダーク

ア イ ウ 工

2 回 目

（わかった・わからなかった）

ア

白

イ

赤

ウ

きいろ

工

みどり

2 回 目

（わかった・わからなかった）

ア

白

イ

赤

ウ

きいろ

工

みどり

タラタラタラタラタ　ビンポーン・ピンポーン

クンダンタンターダーク

3。どのとびばこをたくさんとびましたか？

なぜですか？　　　　　　　　・色がついていないから

・色がついているから

し　　　　　　　　　　 ・音がす るから

・その他

ア イ ウ 工

3 回 目

（わかった・わからなかった）

ア

白

イ

赤

ウ

きいろ

工

みどり

3 回 目

（ わかった・わからなかった）

ア

白

イ

赤

ウ

きいろ

工

みどり
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タラタラタラタラタ　ピンポーン・ピ ンポーン

クンダンタンターダーク

①　・　② ③ ）

図3　 本実験で用いた被験児に対するアンケート
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3年

図4

4 年　　　　5 年　　　　6 年

3 種の跳箱に対する視覚的印象

び音によって着手位置が確認できるようになった

学習者が増加したことを示し，今回の色テープを

貼った跳箱②や音声フィードバック装置の付いた

跳箱③が自己評価するのに有効であったと言え

る．また，特に上全面のキャンバス地が白い跳箱

①では実際の着手位置よりも手前に着いたと自己

評価する（マイナス）傾向がみられた．年齢的に

自己主張が強く自分を良く評価しがちの低学年に

しては意外ではあったが，何の目安もない白い

キャンバス地上での位置確認の難しさによる結果

であろう．

跳箱②に比べて跳箱③では，－1 ・＋1 が多く

みられた．これは，今回試作した跳箱のイとウの

エリアのメロディがよく似ていたために，色によ

るエリアとメロディとの確認にずれが生じたため

ではないかと考えられる．

3年生・4 年生については，跳箱①・②・③共

に着手位置が 丁わからなかった」と答えた者は2

年生より少なかった．また跳箱②では両学年共

に，自分の着手位置を実際より前方であったとす

る評価（特に＋1 ）が多くみられ，次に述べる5

年生の場合と同様の傾向を示した．

（2 ）　5年生（図6 ）においても√2 年生の場合

と同様に跳箱①，跳箱②，跳箱③の順に，自分の

着手位置が「わからなかった」という割合は減少

回国 ①の跳箱

F匸］②の跳箱

｜圃I ③の跳箱

しており，色テープや音声を加え ることによって

着手位置を確認させる方法が有効であったと言え

る．また跳箱②では，3 ・4 年生の場合と同様に，

他の跳箱に比 べ＋1 となる評価が多 くみられた．

これは2 年生の場合とは異なり，実際には届いて

いない自已め目標とする着手位置（色）に届いた

と思い込んでいたためだと考えられる．ところが

跳箱③では＋1 となる評価は少なく，実際の着手

位置との一致が72 ％ と大 きな役割を示 した．つ

まり， エリアによるメロディの違いも正確に認知

され，2 年生 にみられたような色によるエリアと

のずれが少なくなり， 音によって も着手位置がか

なり正確に認知されるようになったものと考えら

れる．

（3 ）6 年生（図 了）におい七も，2 ・5 年生と

同様に跳箱①，跳箱②，跳箱③の順に，自分め着

手位置が「わからなかった」 という割合は減少し

た．跳箱①に比ぺて跳箱②では，－2 ・－1 ・＋

1 となる評価が少なく，実際の着手位置との一致

が81 ％ と最も大きな役割を示した，つまり，色分

けによって正確に自分の着手位置を認知できてい

ると言える．

ところが跳箱③では，跳箱②の場合より－1 と

なる評価が多くみられ，実際の着手位置と一致し

た割合が少なくなった．跳箱③における¬1 とな

デサントスポーツ科学Vol ．　12
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図5　 学習者による確認と実際の着手位置との差（2 年生）

着手の認知位置と実際の差（5 年）
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100　％
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図6　 学習者による確認と実際の着手位置との差（5 年生）

着手の認知位置と実際の差（6 年）
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図7　 学習者による確認と実際の着手位置との差（6 年生）
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る評価が跳箱 ②の場合より多いという傾向は全て

の学年にみられた．跳箱③において－1 となる評

価した学習者 の実際の着手位置ならびに着手時の

フォームを分 析したところ，その多くが，図8 の

a に示したよ うに跳躍後， 比較的早い時期に斜め

方向から「ウ」のエリアに着手した場合であっ た．

今回試作し た跳箱のスイッチの配置では，実際

に ［ウ］ の エリアに着手 して も， 着手の状態に

よって，［イ］のエリアのメロディが流れる場合が

起こっていた ことが確認された．このような誤動

作は，図8 のb に示したような着手動作をした場

合や，エリア［エ］と［ウ］の間では起こらなかっ

た．つまり， 上記のような状態で［ウ］のエリア

に着手した場 合，学習者は視覚によって確認した

着手位置より， フィードバックされたメロディを

優先したため に，－1 となる評価となうて表 れた

ものと考え られる．

2．3　 跳 箱別にみた着手位置認知の正確さ

跳箱ごとに着手位置認知の正確さを学年間で比

較したものが図9 ・図10　1 図11 である．

（1 ）跳箱 ①（図9 ）では，5 年生が着手位置が

「わからなか った」 と答えた者が多く特徴的 な傾

向を示したが，実際との差の大きかった±2 や±

1 は学年 が 上 がるご とに徐々に減少した．つ ま

り，白色のキ ャンバスで は開脚跳びの動作その も

のに余裕のあ る高学年になればなるほど，正確に

着手位置を認知できたという結果である．一方，

a

2 年生では土O となる評価 が15 ％ と実際の着手

位置と一致するケースは少なかった． このことは

低学年の授業において着手位置の指導をする場合

には，白色のキタ ンバス地 のままの跳箱ではその

効果が期待できないことを示唆しているものと考

えられる．

（2 ）跳箱②（図10 ）においても5 年生が「わか

らなかった」と回答したり，着手位置を正確に把

握で きなかった（±1 および±2 ）割合が他の学

年より多く，非常に特徴的であった．しかし，全

学年 とも跳箱①に比較して実際の着手位置と一致

する割合が多 くな る傾向がみられた． 跳箱②で

は，学年が上がることによる一定の傾向は特に見

られず，色テープのみによる着手位置の認知（自

己評価） の難しさを表して いると言 えそうであ

る．　　 ．・．．・・ ．

（3 ）跳箱③（図11 ）では，「わからなかった」

と答えた者 は2 年生では全 くな く，3 年生では

9 ％ であったが，学年が上がるごとに減少する傾

向がみられた．2 年生において「わからなかった」

と答えた者がいなかったものの，他の学年に比べ

て実際との差（土2 ・±1 ）のある割合が多かっ

た．学年が上がるにつれて実際との差が±1 とな

る割合は徐々に減少し，実際と一致する割合は漸

増する傾向がみられた．

これらの結果から，色テープによるエリアの表

示ならびに音声によって着手位置をフィードバッ

図8　 着手時の姿勢

b
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倔9　 跳箱にみた着手位置認知の正確さ（跳箱①）

着手の認知位置と実際の差 一学年別（② の跳箱 ）
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図10　 跳箱別にみた着手位置認知の正確さ（跳箱②）

着手の認知位置と実際の差一学年別（③の跳箱）

50 100 　％

lii膃 わからなかった

皿 ±2

脛S ±1

E惣勿 ±O

図11　 跳箱別にみた着手位置認知の正確さ（跳箱③）
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クする跳箱は， 高学年になるほど着手位置の認知

が正確となり効果的であると言え る．

2 ．4　3 種の跳箱に対する使用後の印象

3 種の跳箱を自由に選択し，約5 分間自由に跳

ばせた後，どの跳箱をたくさん跳んだかというこ

とについての回答をまとめたものが図12 である．

各学年 と も80 ％ ～60 ％ の児童 が音声 フィード

バック装置付きの跳箱③を一番多 く跳んでおり，

学年を問わず強い興 味を示したと言え る．跳箱③

は低学年 ほど使用した割合が高く，学年が上がる

ごとにその割合 は減少し`，跳箱①・②に興味を示

すようになっている． これは跳箱につけられた色

や特殊な装置に対する面白さよりも，高学年 にな

るにづれて興味が新しい技術に挑戦することへと

移っていくからではないかと考えられる．

技能の低い低学年から中学年にかけては，跳箱

運動 には 匚面白そうだ」，「また跳んでみたい」と

いう意欲づけが大切であり， そういった意味でも

動機づけとして音声フィードバック装置付きの跳

箱 は効果的であると思われる． また，高学年にお

いても各技術を完成させる段階で，児童自身が着

手位置の確認の必要性を自覚するようになると，

これらの装置の効果をさらに期待できるものと考

えられる．

100

80

60

40

20

0

％

2 ．5　 跳箱使 用後 の印象 につい て の自由 記述

4 年生36 名 に実 験 授業 後 の 跳箱 につ いて の感

想を 自由 に書 かせ たものを， 記述 内容 ご とにま と

める と以下 よ うであ った．

（1 ）音 声 につ いて の反 応

・音 が出る とどこ に手 を 着い たか わか るか らい

い

卜　　　　　　　　　　　　　16 名

・手を 着 くと音 が出る のでお もし ろか った

10 名

・場所 ご とにい ろいろな 音 が出て 驚い た

9 名

・ また音 の出 る跳箱 を使 って 跳ん で みたい

4 名

・音 が出 ると楽 しいか ら跳 べなか った段 が跳 べ

た

2 名

ま た， 上記以 外 に要望 と しては，

・手前 の方 で も音が鳴 るよ うに付 けて ほしい

，　　　　　　　　　　　　6 名

・音 が正確 に出 る装置 にし て欲し い

▽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6 名

・音 楽を 漫画 のテ ーマに して欲し い

4 名

3種の跳箱の使用後の印象

2 年 3 年　　　 ‘4年　　　　　5 年　　　　6 年

図12　3 種の跳箱に対する使用後の印象

巨目 のの跳箝

匿ヨ ②の跳箱

㎜ ③の跳箱
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（2 ）色テープについて

・色テープつき跳箱は色でどこに着いたかわか

る

3 名

・色がついているとやる気が出る

1 名

・色を無 くして欲しい

1 名

これらをまとめると，授業 の中で十分に児童の

興 味を かき たて， 楽 し い雰囲 気作 り に は音 声

フ ィードバ ック装置付 きの跳箱が非常 に効果 が

あったと思われる． また，着手位置に応じて正確

に音が出るように改造し，要望にあったような身

近な音楽を用いることによって，さらに積極的な

取り組みを期待できる教具に成り得ると考え られ

る．

ま　と　め

跳箱上の着手位置を音声情報として即時に

フィードバックできる装置をもった跳箱を試作

し，小学校の児童を対象に着手位置の認知レベル

の変化などを指標として，①従来より用いられて

いる上面全体が白いキャンバス地の跳箱，②白い

キャンバス地の上に色テープでエリア分けをした

跳箱，③キャンバス地には②と同様の色テープを

貼り，さらに着手位置をフィードバックする装置

を備えた特製の跳箱の3 種を比較し，音声フィー

ドバック装置の有効性についての検討を行った．

その結果以下のような点が明らかとなった．

（1 ）試行前における3 種の跳箱に対する視覚

的な印象は，中学年が色テープを貼った跳箱に対

デサントスポーツ科学VO に2
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する関心度 が特に高く，低学年・高学年では白色

の跳箱を跳んでみたいと回答した児童 が， それぞ

れ30 ％ 強みられた．

（2 ）3 種の跳箱における反応ならび に，学習者

の認知と実際の着手位置との一致度と いう視点か

ら，学年別に色や音に対する特徴をまとめると以

下のようであった．　　　　　　　　　 づ

2 年－ やや色に効果があった．

3 年一 色に効果があった．

4 年一 色に加え， やや音にも効果 があった．

5 年一 音に効果があった．

6 年一 色・音ともに効果があった．

（3 ）色テープによるエリアの表示な らびに音

声によって着手位置をフィードバックで きる跳箱

は，高学年になるほど着手位置の認知が正確とな

り効果的であった．

（4 ）自由記述による感想からも，音声 フィード

バック装置付きの跳箱 は授業 の中で十分 に児童の

興味をかきたて，楽しい雰囲気づくり に非常に効

果的であったことが伺えた．
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